
仮設土留工平面図(参考図)(1 ) S = 1 : 1 0 0

(第１段支保工平面図 U6～U 9)
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仮設土留工平面図(参考図)(3 ) S = 1 : 1 0 0

(第２段支保工平面図U6～U9 )
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仮設土留工縦断図(参考図)(1) S=1:100

▽-4.818

No.
34+

19.
100

1
27

0
30

0
0

3
4
3
5

7
7
0
5

▽1.100

1
2
7
0

3
70

0
3
6
6
7

8
63

7

1
27

0
3
7
00

3
64

9

8
6
1
9

▽＋1.10m
設計地下水位

1
2
7
0

37
0
0

38
1
1

8
7
81

Um

Us

Uc

N
o.

3
4
+0

.
2
2
0

N
o.

3
4
+1

4
.
0
00

N
o.

3
5
+9

.
0
0
0

N
o.

3
6
+4

.
0
0
0

U型擁壁 58780

U6ブロック 13780 U7ブロック 15000 U8ブロック 15000

NO.
34+

0.2
20

NO.
34+

14.
000

NO.
35+

9.0
00

NO.
36+

4.0
00

8
63

0

Lm1

L

鋼矢板天端 ▽1.6002
3
0

U9ブロック 15000

No.
36+

19.
000

8800 5400 15300 15300 15274((17@900=15300))

170 470 770 1044

ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)
L=27.0m n=6枚 (設置)
継手箇所 n=12箇所

13630

ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)
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新設矢板範囲

※ { }内の数値は、必要改良厚寸法を示す。

※ (( ))内の数値は、鋼矢板斜長寸法を示す。
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既設地盤改良

DL=0.00

U型鋼矢板 Ⅳ型(SYW295)
L=23.0m n=22枚 (設置)

継手箇所 n=44箇所

鋼矢板下端 ▽-21.900 L=23.0m

土工すり付け面

（ 3/16）参考図

縮尺 1:100

地内

項目 会社及び責任者

年 度

番 号

工事名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社名

郡
市

町
村
大字安来 飯島

（主）安来木次線

災 号

安来木次線（切川２工区）総合交付金（改築）工事 第6期

令和 ８ 年度

仮設土留工縦断図(参考図)(1)

8 1 葉の内 6
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既設

仮設土留工横断図(参考図)(1) S=1:100

使用部材一覧表

段 腹起し 切梁 中間杭

1 H-350x350x12x19 H-350x350x12x19
H-300x300x10x15

2 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U6ブロック（終点側）

（ 4/16）参考図

縮尺 1:100

地内

項目 会社及び責任者

年 度

番 号

工事名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社名

郡
市

町
村
大字安来 飯島

（主）安来木次線

災 号

安来木次線（切川２工区）総合交付金（改築）工事 第6期

令和 ８ 年度
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仮設土留工横断図

(参考図)(1)
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30
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ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)

L=27.0m、継手箇所 2箇所
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31
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均しコンクリート盛替

t=300mm
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地盤改良

高圧噴射撹拌工法
地盤改良

L
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L
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BR
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ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)

L=27.0m、継手箇所 2箇所

仮設土留工横断図(参考図)(2) S=1:100

使用部材一覧表

段 腹起し 切梁 中間杭

1 H-350x350x12x19 H-350x350x12x19
H-300x300x10x15

2 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U7ブロック

使用部材一覧表

段 腹起し 切梁 中間杭

1 H-350x350x12x19 H-350x350x12x19
H-300x300x10x15

2 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U7ブロック

（ 5/16）参考図

縮尺 1:100

地内

項目 会社及び責任者

年 度

番 号

工事名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社名

郡
市

町
村
大字安来 飯島

（主）安来木次線

災 号

安来木次線（切川２工区）総合交付金（改築）工事 第6期

令和 ８ 年度
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仮設土留工横断図

(参考図)(2)
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▽＋3.40m
設計地下水位

ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)

L=27.0m、継手箇所 2箇所

ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)

L=27.0m、継手箇所 2箇所
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仮設土留工横断図(参考図)(3) S=1:100

使用部材一覧表

段 腹起し 切梁 中間杭

1 H-350x350x12x19 H-350x350x12x19
H-300x300x10x15

2 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U8ブロック

使用部材一覧表

段 腹起し 切梁 中間杭

1 H-350x350x12x19 H-350x350x12x19
H-300x300x10x15

2 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U8ブロック

（ 6/16）参考図

縮尺 1:100

地内
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道川港名
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大字安来 飯島

（主）安来木次線

災 号

安来木次線（切川２工区）総合交付金（改築）工事 第6期

令和 ８ 年度
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仮設土留工横断図

(参考図)(3)
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＜U7ピット部＞
仮設土留工横断図(参考図)(4) S=1:100

L

U7ピット部使用部材一覧表

位置

段 腹起し 切梁 腹起し 切梁

1 H-400x400x13x21 H-400x400x13x21 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

2 H-400x400x13x21 H-400x400x13x21 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

3 H-400x400x13x21 H-400x400x13x21 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U7 ピット横断方向 U7 ピット縦断方向

U7ピット部盛替え材使用部材一覧表

位置

段 腹起し 切梁 腹起し 切梁

1 H-300x300x10x15

2

U7 ピット横断方向 U7 ピット縦断方向

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

H-300x300x10x15

（ 7/16）参考図

縮尺 1:100
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仮設土留工横断図

(参考図)(4)



NO.36+4.00

Ls

Um

Us

Uc

GH=1.06
FH=-4.126

DL=0.00

▽＋1.10m
（自由水面）

（起点側）

U9ブロック

No.36+19.00

Ls

Um

Us

Uc

Lm1

GH=1.23
FH=-3.135

DL=0.00

▽＋1.10m
（自由水面）

設計地下水位

（終点側）

U9ブロック

1
2
70

3
00

0

67
2
9

2
4
5
9

▽+1.370

2
5
50

0

16000 500

17000

500

150

17300

150

16000 300

16600

300

150

16900

150

Lm1

9
50

0
均しコンクリート盛替

2000

施工基面 ▽1.370

t=300mm

8
50

0

7
70

5

2
5
50

0

1
2
70

3
00

0
34

3
5

▽＋3.40m
設計地下水位

▽＋3.40m
設計地下水位

▽+1.370

1
0
00

40
0
0

8
6
00

1
0
9
5

接点防護
（止水薬液）

30
0

3
0
0

ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)

L=25.5m、継手箇所 2箇所

ハット形鋼矢板 25H型(SYW295)

L=25.5m、継手箇所 2箇所

▽+1.600▽1.600 ▽+1.600 ▽+1.600

1500

2
5
0
5

均しコンクリート盛替

t=300mm

2000

1
0
00

40
0
0

8
6
00

1
0
9
5

1500

2
5
0
5

2
5
50

0

施工基面

2
3
0

▽-6.335

施工基面
▽+1.370
施工基面

▽-5.359

2
3
0

高圧噴射撹拌工法
地盤改良

高圧噴射撹拌工法
地盤改良

掘削床

掘削床

L

Lm2

L

Lm2

BR
BR

仮設土留工横断図(参考図)(5) S=1:100

使用部材一覧表

段 腹起し 切梁 中間杭

1 H-350x350x12x19 H-350x350x12x19
H-300x300x10x15

2 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U9ブロック

使用部材一覧表

段 腹起し 切梁 中間杭

1 H-350x350x12x19 H-350x350x12x19
H-300x300x10x15

2 H-400x400x13x21 H-350x350x12x19

U9ブロック
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仮設土留工ピット部盛替え梁詳細図(参考図) S=1:100
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仮設工土留工数量表
種 別 鋼 材 形 式

部材長

(mm）

本数

(本）

単位質量

（kg/m）

一本当り質量

（kg/本）

質 量

(kg）
材 質 摘 要

腹起し材 H-300×300×10×15 5,000 2 100.0 500.0 1,000 SS400 加工材 一段目

〃 〃 3.400 2 100.0 340.0 680 〃 〃

二段目

〃

切梁材

小計

※切梁材の長さはジャッキ（L=0.5m）分を控除している。

5,000 2 100.0 500.0 1,000

〃 〃 4,000 2 100.0 400.0 680 〃

〃 〃

小計 3,360 kg

H-300×300×10×15

〃

〃

〃

3,900 2 100.0 390.0 780 SS400 加工材

2,900 3 100.0 290.0 870 〃

3,300 kg

3,900 2 100.0 390.0 780

2,900 3 100.0 290.0 870

一段目

二段目

〃

〃

〃

〃

〃

主材合計 6,660 kg

副部材A 1,465 kg

副部材B 266 kg

総合計 8,391 kg
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盛替え梁詳細図(参考図)
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仮設土留工施工手順図(1) (参考図) S = 1 : 1 0 0

施工基面 ▽1. 3 7 0▽ 1 . 6 0 0
▽ 1 . 1 0 0

＜ステップ1＞

一般部施工手順

＜ステップ2＞

＜ステップ3＞

＜ステップ4＞

底版コンクリート打設

躯体コンクリート養生後第１段支保工撤去

一次掘削～支保工設置～最終掘削

施工基面 ▽1 . 3 7 0▽ 1 . 6 0 0
▽ 1 . 1 0 0 [ 1 . 3 7 0 ]

施工基面 ▽1 . 3 7 0▽ 1 . 6 0 0施工基面 ▽1. 3 7 0▽ 1 . 6 0 0

一次掘削＋１段支保工設置

二次掘削＋２段支保工設置

最終掘削

第２段支保工撤去

均しコンクリート盛替え梁施工

側壁コンクリート打設

残りの躯体コンクリート打設

4
9
7
0

(
3
3
4
9
)

第２段支保工架設位置

付近まで構築

２段支保工撤去

均しコンクリート

１段支保工撤去

( )内数値は、打ち継ぎ位置が水平になる様調整する。

[ ]内数値はU 9～ U 1 2の中間杭天端を示す。

▽1 . 1 0 0 [ 1 . 3 7 0 ]

[ ]内数値はU 9～ U 1 2の中間杭天端を示す。

地内
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道川 港名
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設 計
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災 号

1 : 1 0 0

郡

市

町

村
大字安来 飯島

（主）安来木次線

仮設土留工施工手順図(1)(参考図)

葉の内 2 35 7

令和 ８ 年度

安来木次線（切川２工区）総合交付金（改築）工事 第6期

（10/16）参考図
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仮設土留工施工手順図(2) (参考図) S = 1 : 1 0 0

＜ステップ1＞

本体及びピット部

＜ステップ2＞

＜ステップ3＞

＜ステップ4＞

▽施工基盤面

２段切梁

１段切梁

切梁

▽施工基盤面 ▽施工基盤面

切梁

▽施工基盤面 ▽施工基盤面

ポンプ場

▽施工基盤面

▽施工基盤面

▽施工基盤面

3
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埋戻し
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3
0
0

3
4

・本体工最終掘削完了後、底版コンクリートを打設する。

注) ピット部以外は均しコンクリート打設し

第２段支保工撤去後、本線躯体構築する。

・本線躯体完成後ピット部掘削する

・ピット部一次掘削～支保工設置～最終掘削終了後、均しコンクリート打設する

・第３段支保工撤去、底版コンクリート、排水管下端までの側壁を打設する

・ピット部第１段盛替梁架設、均しコン盛替打設後、

第２段支保工撤去する

・ピット部第２段盛替え梁架設後、

第１段支保工撤去し躯体構築する

一次掘削＋１段支保工設置

三次掘削＋３段支保工設置

最終掘削

二次掘削＋２段支保工設置

・排水管設置後、本線側と接合する。

第１段盛替梁

均しコンクリート

・その後２段支保工下端まで側壁コンクリート打設する。

第２段盛替梁

第１段盛替梁

２段支保工撤去

地内
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1 : 1 0 0
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仮設土留工施工手順図(2)(参考図)

本体及ピット部

葉の内 2 45 7

1段支保工撤去

令和 ８ 年度

安来木次線（切川２工区）総合交付金（改築）工事 第6期
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【STEP7】
平面図

縦断図

横断図

【STEP7】

①2次～最終掘削

①2次～最終掘削

①2次～最終掘削

①2次～最終掘削

施工手順図・U6起点部
（参考図）【STEP7】

施工手順図・U6起点部（参考図）
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既設矢板下端
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DL=0.00

▽-7.270
改良天端

▽-16.670
改良下端
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【STEP8】
平面図

縦断図

横断図

【STEP8】

①躯体構築（底版）

②部分掘削

③アンカー撤去 (3段目)

①躯体構築（底版）

①躯体構築（底版）

①躯体構築（底版）

③アンカー撤去 (3段目)

③アンカー撤去 (3段目) ③アンカー撤去 (3段目)

③アンカー撤去 (3段目)

③アンカー撤去 (3段目)

②部分掘削

②部分掘削

②部分掘削

②部分掘削

②部分掘削

施工手順図・U6起点部（参考図） S=1:50(A1)
S=1:100(A3)

施工手順図・U6起点部
（参考図）【STEP8】
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【STEP9】
平面図

縦断図

横断図

【STEP9】

①躯体構築（側壁・下部）

②側部埋戻し

③アンカー撤去（2段目）

④下水管（EL=1.7管底）布設工事

①躯体構築（側壁・下部）

①躯体構築（側壁・下部）

①躯体構築（側壁・下部）

②側部埋戻し ②側部埋戻し

②アンカー撤去 (2段目)

③アンカー撤去 (2段目) ③アンカー撤去 (2段目)

③アンカー撤去 (2段目)

③アンカー撤去 (2段目)

④下水管（EL=1.7管底）布設工事

掘削

②側部埋戻し

②側部埋戻し

S=1:100施工手順図・U6起点部（参考図）

施工手順図・U6起点部
（参考図）【STEP9】
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▽-16.670
改良下端

地盤改良（高圧噴射）
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【STEP10】
平面図

縦断図

横断図

①躯体構築（側壁・上段）

①躯体構築（側壁・上段）

①躯体構築（側壁・上段）

③アンカー撤去 (1段目)

③アンカー撤去 (1段目) ③アンカー撤去 (1段目)

③アンカー撤去 (1段目)

③アンカー撤去 (1段目)

【STEP10】

①躯体構築（側壁・下部）

②側部埋戻し

③アンカー撤去（1段目）

②側部埋戻し ②側部埋戻し

②側部埋戻し

②側部埋戻し

S=1:100施工手順図・U6起点部（参考図）

施工手順図・U6起点部
（参考図）【STEP10】
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